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日　時：2021年 7月28日（水）13時00分～17時45分
会　場：日本気象学会事務室（Web会議）
出席理事：佐藤　薫，橋田俊彦，池上雅明，植田宏昭，
　　　榎本　剛，小池　真，佐藤正樹，塩谷雅人，
　　　竹見哲也，坪木和久，中村　尚，三好建正，
　　　橋本明弘，早坂忠裕，平松信昭，廣岡俊彦，
　　　堀之内　武，渡部雅浩
　　　以上18名
　　　（理事数現在20名）
出席監事：鈴木　靖，吉田　聡，以上 2名

その他の出席者：勝山　税，斎藤誠一郎，山田眞吾（事
務局）

議　題
₁． 協議事項
1） 会員の新規加入等について
　　 新入会49，退会55を全会一致で承認した．2021年 7
月26日現在，会員数3,314名で個人会員は3,118名．
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2） 第41期第10回理事会議事録の確認について
　　全会一致で承認した．

₂． 報告事項
1） 各WGからの報告
① ウィズ／ポスト・コロナ時代の大会のあり方WG
　 2022年度以降の大会開催形式に対して「春季大会は
オンライン，秋季大会は現地開催とする」ことが提
言された．
② 財政改善検討WG
　 財政改善の検討および実施状況について， 2月にと
りまとめた「中間報告」の概要とその後の状況報告
を「天気」8月号に掲載する予定．

2） 業務執行理事の報告
庶務担当執行理事…以下の内容が報告された．
・ 転載許可
　申請者： Dr. Eugenia Kalnay
　転載元： 天気，第50巻（2003），929ページ，三好建

正，書評（Atmospheric Modeling Data 
Assimilation and Predictiability）

　転載先： “Atmospheric Modeling, Data Assimilation 
and Predictability（ 2 nd edition）”by Euge-
nia Kalnay, Cambridge University Press.

・ 後援名義等使用依頼受付
　① 名称：第39回レーザセンシングシンポジウム
　　主催：レーザセンシング学会
　　期日：2021年 9月 1～ 3日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　② 名称： JSEC2021（第19回高校生・高専生科学技術

チャレンジ）
　　主催：朝日新聞社，テレビ朝日
　　期日：2021年12月12日（表彰式）
　　名義：後援
　③ 名称：第34回計算力学講演会（CMD2021）
　　主催：一般社団法人日本機械学会
　　期日：2021年 9月21～23日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　④ 名称： 第31回セミナー「太陽光発電出力予測と需

要」
　　主催： 一般社団法人日本太陽エネルギー学会太陽

光発電部会

　　期日：2021年 9月27日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　⑤ 名称： 2021年度「日本ヒートアイランド学会　第

16回全国大会」
　　主催：日本ヒートアイランド学会
　　期日：2021年 9月18，19日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
・ 寄付者リスト（2021.5.26～2021.7.26）
　匿名（会員）5,000円
・ 長期間「学生会員」である会員の資格確認状況と今
後の定期的確認について

会計担当理事…以下の内容が報告された．
・ 2021年 5， 6月分の収支及び現預金検査報告
・ 流動資金（運転資金）の月ごとの推移
・ 正味財産増減計算（2013～2020）
・ 気象夏の学校補助金申請
　レクリエーションの景品料は認めないこととした．
企画調整担当執行理事…以下の内容が報告された．
・ 定時社員総会の資料等の改善予定と，総会の開催形
式（オンライン）にかかる課題の整理・検討への着
手について

3） 委員会報告
講演企画…以下の内容が報告された．
・ 2021年度春季大会の会計報告とアンケート結果．オ
ンライン形式の評価は高い．

・ 2021年度秋季大会の準備状況．オンデマンド講演
（オンライン）と口頭発表（現地）のハイブリッド形
式．

・ 2022年度春季大会を2022年 5月17～20日の 4日間で
原則としてオンライン開催する．

天気編集…以下の内容が報告された．
・ Vol.　68 No.　 7，8（2021年 7，8月）の掲載記事と，

Vol.　68 No.　 9，10（2021年 9，10月）の予定記事
SOLA…以下の内容が報告された．
・ 2021年の論文投稿・公開状況（ 3月24日時点）：投稿
論文数40編，公開論文数28編，印刷中 6編．

・ 特別号企画，JMSJ合同特別号「2018年・2019年の
台風」「近年多発する極端気象に関する研究」につい
て，論文投稿を受付中．

表彰関連…以下の内容が報告された．
・ 2021年度堀内賞，正野賞，山本賞，小倉奨励賞候補
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者を選定．
気象災害…以下の内容が報告された．
・ 地球惑星科学連合大会パブリックセッション（ 6月

6日，オンライン開催）「変化する気候下での強風・
豪雨災害にどう取り組むか」に推薦した 2題が招待
講演として行われた．

・ 気象災害特設ページ「令和 3年 7月豪雨」を開設した．
教育と普及…以下の内容が報告された．
・ 2021年度春季大会ジュニアセッション（オンライン）
の実施報告

・ 気象サイエンスカフェ実施報告と今後の予定
・ 夏季大学の準備状況
・ 公開気象講演会の準備状況．「命を守る身近な気象
情報」11月28日オンライン開催予定

・ 気象研究ノートは年内の発刊を予定
・ 女子中高生夏の学校について，今年度は参加を見
送った．

人材育成・男女共同参画…以下の内容が報告された．

・ 春季大会で実施した女性会員の集いについて振り返
り，より多くの学生に参加してもらうための方策に
ついて検討している．

電子情報委員会…以下の内容が報告された．
・ PayPalによる電子収納を活用することにし，まず教
育と普及委員会の夏季大学に使ってもらう．

・ 会員サイトの機能を Google Workspaceに移行して
いく．

　以上について，議事録を作成し，理事長および監事
が記名押印する．

　　　　　　　2021年10月 5日
　　　　　　　　　　公益社団法人日本気象学会
 理事長　佐藤　薫
 監事　　鈴木　靖
 監事　　吉田　聡
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₁． ₂₀₂₂年度秋季大会の専門分科会の実施方式
　2022年度秋季大会の専門分科会については，下記の
要領で実施される予定です．
（1）分科会の運営は世話人に委ねることとし，世話人
は公募する．

（2）分科会に申し込まれた講演の採否は世話人の判断
による（不採用の場合は，申込者が気象学会員の場
合に限り，申込者の希望に応じて一般発表へ振り替
える．申込者が非会員の場合，振替は認められない）．

（3）世話人のアレンジによる招待講演も可能．招待講
演のみの分科会も認める．

（4）世話人代表は会員のみとする．ただし，若干名の
非会員が世話人に入ることは可とする．

今後のスケジュールは以下のように予定しています．
　 3月15日（火）：分科会のテーマと世話人の募集締切
　 4月：大会ホームページ及び「天気」5月号に大会告
示を掲載

　 7月上旬：講演申込締切
　 7月下旬：プログラム編成
　補足 ：本大会は2022年10月24日～27日に北海道大学

で開催の予定です．詳細な開催形態について

は，後日，大会ページでご案内します．

₂． 分科会の世話人募集
　上記の実施方式に基づき，2022年度秋季大会におけ
る分科会のテーマと世話人を募集します．世話人に
は，分科会の企画から実施まで全般にわたる世話を担
当して頂きます．主な役割としては，
・ テーマの立案，応募
・ 講演申込の受付，プログラムの作成（招待講演の設
定，講演持ち時間の配分，座長の手配等を含む）

・ 大会当日の分科会の運営
があります．これらを円滑に進めるため，世話人は分
科会ごとに複数の方をお願いします．また，プログラ
ム編成期（2022年 7月）には，講演企画委員会と常時
連絡がとれるようにして下さい．
　応募に当たっては，以下の点に留意して下さい．
（1）テーマは明確なコンセプトを持つものにして下さ
い．このテーマは講演企画委員会が適宜調整し，理
事会での承認を受けるものとします．

（2）「趣旨説明」の中で分科会の目指す方向を明確にし
ていただくようお願いします．

1
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₂₀₂₂年度秋季大会専門分科会のテーマ募集
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2）第41期第10回理事会議事録の確認について
　　全会一致で承認した．

₂．報告事項
1）各WGからの報告
①ウィズ／ポスト・コロナ時代の大会のあり方WG

2022年度以降の大会開催形式に対して「春季大会は
オンライン，秋季大会は現地開催とする」ことが提
言された．

②財政改善検討WG
財政改善の検討および実施状況について， 2月にと
りまとめた「中間報告」の概要とその後の状況報告
を「天気」8月号に掲載する予定．

2）業務執行理事の報告
庶務担当執行理事…以下の内容が報告された．
・転載許可
　申請者： Dr. Eugenia Kalnay
　転載元：天気，第50巻（2003），929ページ，三好建

正，書評（Atmospheric Modeling Data
Assimilation and Predictiability）

　転載先：“Atmospheric Modeling, Data Assimilation
and Predictability（ 2 nd edition）”by Euge
nia Kalnay, Cambridge University Press.

・後援名義等使用依頼受付
　①名称：第39回レーザセンシングシンポジウム
　　主催：レーザセンシング学会
　　期日：2021年 9月 1～ 3日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　②名称：JSEC2021（第19回高校生・高専生科学技術

チャレンジ）
　　主催：朝日新聞社，テレビ朝日
　　期日：2021年12月12日（表彰式）
　　名義：後援
　③名称：第34回計算力学講演会（CMD2021）
　　主催：一般社団法人日本機械学会
　　期日：2021年 9月21～23日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　④名称：第31回セミナー「太陽光発電出力予測と需

要」
　　主催：一般社団法人日本太陽エネルギー学会太陽

光発電部会

　　期日：2021年 9月27日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
　⑤名称：2021年度「日本ヒートアイランド学会　第

16回全国大会」
　　主催：日本ヒートアイランド学会
　　期日：2021年 9月18，19日
　　場所：オンライン開催
　　名義：協賛
・寄付者リスト（2021.5.26～2021.7.26）
　匿名（会員）5,000円
・長期間「学生会員」である会員の資格確認状況と今
後の定期的確認について

会計担当理事…以下の内容が報告された．
・2021年 5， 6月分の収支及び現預金検査報告
・流動資金（運転資金）の月ごとの推移
・正味財産増減計算（2013～2020）
・気象夏の学校補助金申請
　レクリエーションの景品料は認めないこととした．
企画調整担当執行理事…以下の内容が報告された．
・定時社員総会の資料等の改善予定と，総会の開催形
式（オンライン）にかかる課題の整理・検討への着
手について

3）委員会報告
講演企画…以下の内容が報告された．
・2021年度春季大会の会計報告とアンケート結果．オ
ンライン形式の評価は高い．

・2021年度秋季大会の準備状況．オンデマンド講演
（オンライン）と口頭発表（現地）のハイブリッド形
式．

・2022年度春季大会を2022年 5月17～20日の 4日間で
原則としてオンライン開催する．

天気編集…以下の内容が報告された．
・Vol. 68 No. 7，8（2021年 7，8月）の掲載記事と，

Vol. 68 No. 9，10（2021年 9，10月）の予定記事
SOLA…以下の内容が報告された．
・2021年の論文投稿・公開状況（ 3月24日時点）：投稿
論文数40編，公開論文数28編，印刷中 6編．

・特別号企画，JMSJ合同特別号「2018年・2019年の
台風」「近年多発する極端気象に関する研究」につい
て，論文投稿を受付中．

表彰関連…以下の内容が報告された．
・2021年度堀内賞，正野賞，山本賞，小倉奨励賞候補
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者を選定．
気象災害…以下の内容が報告された．
・ 地球惑星科学連合大会パブリックセッション（ 6月

6日，オンライン開催）「変化する気候下での強風・
豪雨災害にどう取り組むか」に推薦した 2題が招待
講演として行われた．
・ 気象災害特設ページ「令和 3年 7月豪雨」を開設した．
教育と普及…以下の内容が報告された．
・ 2021年度春季大会ジュニアセッション（オンライン）
の実施報告
・ 気象サイエンスカフェ実施報告と今後の予定
・ 夏季大学の準備状況
・ 公開気象講演会の準備状況．「命を守る身近な気象
情報」11月28日オンライン開催予定
・ 気象研究ノートは年内の発刊を予定
・ 女子中高生夏の学校について，今年度は参加を見
送った．
人材育成・男女共同参画…以下の内容が報告された．

・ 春季大会で実施した女性会員の集いについて振り返
り，より多くの学生に参加してもらうための方策に
ついて検討している．

電子情報委員会…以下の内容が報告された．
・ PayPalによる電子収納を活用することにし，まず教
育と普及委員会の夏季大学に使ってもらう．

・ 会員サイトの機能を Google Workspaceに移行して
いく．

以上について，議事録を作成し，理事長および監事
が記名押印する．

2021年10月 5日
公益社団法人日本気象学会

理事長　佐藤　薫
監事　　鈴木　靖
監事　　吉田　聡
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